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メキシコウサギの新しい施設がオープンします

新しいメキシコウサギ舎が北園アメリカゾーンに完成しました。つきましては新施設での展示を下記のと

おり開始しますので、お知らせします。 

記 

１ オープン日 

  令和元年 11 月 19 日(火） 

２ 場所

動物園北園アメリカゾーン ※裏面 案内図参照 

３ 新しい施設について ※裏面 施設写真参照 

・観覧エリアはガラスおよび金網で覆い間近でメキシコウサギを観察できるよう工夫しました。 

・以前のメキシコウサギ舎にはなかった繁殖用の屋外型放飼場（非公開）を設けました。 

・これまでブラジルバクを飼育していた施設を改修してメキシコウサギ舎としました。 

【参考】 

■メキシコウサギ Romerolagus diazi について

メキシコ市に近い火山域の標高 2800～4000m に分布し、松林のある草原地帯で、サカトン

（zacaton)という草を餌や隠れ家などに利用して生活している。ウサギの仲間としては最も小

さい種類の一つで、耳が小さく足も短い。メキシコでは「テポリンゴ」と呼ばれている。2～5

頭の群れで暮らし、主に昼間活動する。野生下では草（イネ科）、種子、樹皮、根などを食べ

る。生息域破壊により絶滅が心配されている。国内では当園のみが飼育展示している。2014 年

5 月 5 日に初めて繁殖に成功した。現在は４頭（オス２頭、メス２頭）を飼育している。 



【案内図】 

【施設写真】 

新メキシコウサギ舎 
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